
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

憲法９条は世界に誇れる世界の宝
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憲
法
９
条･･･

日
本
国
民
は
…
国
権
の
発
動
た

る
戦
争
と
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武
力
の

行
使
は
、
国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と
し

て
は
、
永
久
に
こ
れ
を
放
棄
す
る
。

②　

前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、
陸
海

空
軍
そ
の
他
の
戦
力
は
、
こ
れ
を
保
持
し

な
い
。
国
の
交
戦
権
は
、こ
れ
を
認
め
な
い
。
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熱
く
、
暑
か
っ
た

全
国
高
校
野
球
大

会
は
慶
応
高
校
が

１
０
７
年
振
り
、
２

回
目
の
優
勝
で
盛

り
上
が
っ
た
。
３
年
振
り
に
春

の
大
会
か
ら
忙
し
く
観
戦
し

た
。
南
大
会
で
は
、
北
海
、
道

栄
、
駒
苫
、
立
命
館
慶
祥
高
校

に
注
目
。
力
の
あ
る
３
投
手
を

要
し
た
北
海
高
校
が
制
し
た
。

北
大
会
は
、
順
当
に
ク
ラ
ー
ク

高
校
が
決
め
た
。
準
、
決
勝
大

会
は
日
ハ
ム
新
球
場
で
行
わ
れ

た
。
観
客
で
一
杯
、
熱
気
に
溢

れ
た
。
全
国
大
会
で
は
両
校
と

も
実
力
を
発
揮
、
北
海
道
の
レ

ベ
ル
の
高
さ
を
見
た
▼
『
怒

‼
』
岸
田
首
相
は
福
島
原
発
汚

染
水
海
洋
放
出
を
強
行
し
た
。

「
関
係
者
の
理
解
無
し
に
は
放

出
し
な
い
」と
の
約
束
を
無
視
、

「
聞
く
力
」
と
言
っ
て
い
た
が

「
聞
く
耳
は
持
た
ぬ
‼
」。
大
量

に
溶
け
出
し
た
核
燃
料
の
取
り

出
し
に
何
年
掛
か
る
の
か
。「
海

は
全
世
界
の
財
産
、
日
本
が
勝

手
に
汚
染
水
を
流
す
な
‼
」と
、

世
界
中
か
ら
非
難
の
声
が
上
が

る
。
溶
け
落
ち
た
核
燃
料
の
取

り
出
し
は
可
能
な
の
か
？
ソ
連

の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
の
様

に
成
る
の
で
は
。
中
国
は
日
本

の
魚
介
類
の
輸
入
を
中
止
し

た
。
汚
染
水
の
海
洋
放
出
は
止

め
よ
‼
▼
連
日
の
暑
さ
に
プ
ー

ル
に
逃
げ
込
む
。
キ
ラ
キ
ラ
と

虹
色
に
光
る
水
の
中
、
身
体
が

空
に
浮
か
び
鳥
に
な
っ
た
よ
う

だ
‼　
　
　

ア
ス
リ
ー
ト
爺

 　

今
年
の
夏
は
本
当
に
暑
い
夏
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
８
月
は
熱
中
症

警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
４
回
出
さ
れ
（グ

ラ
フ
囲
み
）、
網
走
市
は
エ
コ
―
セ

ン
タ
ー
、
コ
ミ
セ
ン
、
住
民
セ
ン
タ
ー

を
避
難
所
と
し
て
解
放
し
ま
し
た
。

８
月
24

日
朝
、
日
本
共
産
党
議
員

団
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
だ
け
で
な
く
、

広
報
車
に
よ
る
周
知
を
求
め
た
と

こ
ろ
、
網
走
市
は
広
報
車
７
台
で
、

ア
ラ
ー
ト
の
発
生
と
外
出
を
避
け

小
ま
め
に
水
分
を
取
る
こ
と
、
避

難
所
の
解
放
に
つ
い
て
市
民
に
お
知

ら
せ
を
し
ま
し
た
。

　

市
に
よ
る
と
、４
回
で
１
０
０
人
（
日

に
ち
順
に
25
人
、
16
人
、
20
人
、
39
人
）

が
避

難
し
た
と
の
こ
と
で
す
。
熱
中
症
の

危
険
性
な
ど
の
周
知
は
必
要
で
す
。

広
報
車
「
熱
中
症
に
注
意
♬
」

　

市
民
へ
の
周
知　

図
ら
れ
る

　

航
空
自
衛
隊
網
走
分
屯
基
地

は
、
８
月
26

日
午
前
９
時
～
午

後
３
時
ま
で
基
地
の
一
般
開
放

し
、
党
議
員
団
も
見
学
し
ま
し

た
。
説
明
に
よ
る
と
、
一
般
公

開
さ
れ
る
の
は
10

数
年
ぶ
り
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
な
ぜ
こ
の

時
期
に
一
般
開
放
さ
れ
た
の
か

の
理
由
に
つ
い
て
は
説
明
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

航
空
自
衛
隊
網
走
分
屯
基
地

司
令 

高
江
亨
介
２
等
空
佐
は
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
あ
い
さ
つ
の

中
で
、「
我
が
国
は
、
戦
後
、

最
も
厳
し
く
複
雑
な
安
全
保
障

環
境
に
直
面
し
て
お
り
、
航
空

自
衛
隊
が
果
た
す
べ
き
役
割
は

大
き
く
な
っ
て
い
る
と
実
感
し

て
い
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

岸
田
自
公
政
権
が
進
め
る

「
敵
基
地
攻
撃
能
力
を
持
つ
こ

と
が
で
き
る
」
と
い
う
解
釈
の

下
で
、
大
軍
拡
路
線
に
基
づ
い

て
、
一
般
市
民
に
戦
車
を
は
じ

め
ペ
ト
リ
オ
ッ
ト（
Ｐ
Ａ
Ｃ
３
）

な
ど
を
見
せ
る
、
乗
せ
る
な
ど

で
親
近
感
を
持
た
せ
、
自
衛
隊

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
狙
い
が
見
え

ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
月
22

日
に
は
多
用

途
支
援
艦
「
す
お
う
」
が
、
８

月
24

日
に
は
掃
海
艇
「
い
ず
し

ま
」
が
、
第
２
ふ
頭
で
一
般
公

開
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
、
政
府
に
求
め
ら
れ
て
い

る
の
は
、
戦
争
す
る
た
め
の
準

備
で
は
な
く
、
平
和
を
守
る
た

め
に
近
隣
諸
国
と
の
外
交
を
通

じ
て
の
話
し
合
い
を
す
る
こ
と

で
す
。

　

軍
拡
は
戦
争
に
な
り
ま
す
。

平
和
を
守
る
努
力
こ
そ
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
実
感

す
る
基
地
見
学
の
体
験
で
し

た
。

　

今

年

の

軍

事

費

は
、

６
兆
８
０
０
０
億
円
で
昨
年

よ
り
１
兆
４
０
０
０
億
円
の

増
で
、
約
１
・
３
倍
の
大
幅
な
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
軍
事
費

の
拡
大
は
こ
れ
か
ら
も
続
き
、
昨
年
末
に
閣
議
決
定
し
た
安
保

３
文
書
の
防
衛
力
整
備
計
画
で
、
５
年
間
で
43

兆
円
も
軍
事
費

に
税
金
を
投
入
し
ま
す
。
岸
田
政
権
は
、
今
年
の
軍
事
費
を
「
防

衛
力
抜
本
的
強
化
元
年
予
算
」と
名
付
け
ま
し
た
。
こ
の
状
況
は
、

明
ら
か
に
憲
法
違
反
の
内
容
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
は
、
岸
田
政
権
の
大
軍
拡
予
算
に
つ
い

て
憲
法
と
の
関
係
で
、
ど
こ
が
問
題
な
の
か
、
な
ぜ
こ
の
よ
う

な
軍
拡
が
行
わ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
、
何
一
つ
明
ら
か
に
し
ま

せ
ん
。

　

世
界
の
常
識
と
し
て
「
メ
デ
ィ
ア
は
権
力
を
監
視
す
る
役
割

が
あ
る
」
と
言
わ
れ
て
い
て
、
政
府
関
係
者
と
の
「
飲
み
食
い
」

は
し
な
い
の
で
す
。
日
本
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
、
大
手
メ
デ
ィ

ア
の
幹
部
と
総
理
や
政
府
関
係
者
と
何
度
と
な
く
「
飲
み
食
い
」

な
る
も
の
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
政
府
の
情
報
の
「
垂

れ
流
し
」
状
態
で
す
。
こ
の
状
況
に
海
外
の
記
者
た
ち
は
驚
い

て
い
ま
す
。
ま
さ
に
新
し
い
戦
前
が
深
刻
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

暑
い
夏
が
終
わ
る
ん
だ
な
思

う
と
さ
み
し
い
で
す
。
あ
っ
と

い
う
間
に
冬
が
や
っ
て
来
ま
す
。

食
料
品
、
灯
油
、
電
気
代
の
高
騰
と
、
年
金
収
入
し
か
な
い
高
齢

者
は
、
お
金
を
少
し
ず
つ
貯
め
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
切
実
で
す
。

　

そ
し
て
、
雪
が
降
る
と
除
雪
が
ま
た
大
変
で
す
。
今
か
ら
地
域

に
入
っ
て
除
雪
を
ど
う
や
っ
て
い
る
の
か
聞
き
取
り
、
今
あ
る
制

度
、
市
の
高
齢
者
除
雪
事
業
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
周
知
を
図
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
、
網
走
市
が
公
園
や
市
有
地
を
雪
置
き

場
と
し
て
使
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
除
雪
の
負
担
を
減
ら
す
良

い
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。

　

６
月
に
一
般
質
問
で
除
雪
車
の
運
転
手
不

足
を
解
消
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
が
、
市
内

事
業
者
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
少
な
か
ら
ず

除
雪
事
業
に
参
入
で
き
る
企
業
が
あ
っ
た
と

の
こ
と
で
す
。
市
の
除
雪
で
玄
関
前
除
雪
実

現
の
た
め
に
、
市
民
の
声
を
市
役
所
職
員
に

届
け
、
引
き
続
き
頑
張
り
ま
す
。

航
空
自
衛
隊
が
基
地
一
般
開
放

政
府
は
戦
争
の
準
備
で
は
な
く
、
外
交
努
力
を
！


